











線 1 例，CT2 例），悪性胸膜中皮腫（ X 線 1 例），乳がん（ X 線 + マンモグラフィー7 例）が発見され
た．子宮頚部がん検診でがんの発見はなかった．腹部超音波検査で胆のう管がん1例，胆嚢がん1例，












視鏡導入の準備を始め，4 月より開始した（1 日 3 人
まで，平成 28 年度 151 人）．消化器オプション（上
部＋下部内視鏡検査）は，全例 1 日目上部，2 日目
下部消化管内視鏡検査とした．





平成 27 年 12 月からのストレスチェック法制化を
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大腸内視鏡），肺（X 線および CT），子宮（頸部細











し，稼働額も 1 億 5 千万円超まで増加した．平成 28
年度から高知県庁の受診者の同日動機づけ支援を
開始し，特定保健指導は39人（動機づけ支援33人，
積極的支援 6 人）と平成 27 年度の 16 人から著増し
た．
2）　受診年齢分布（図1）




平成 27・28 年度の生活習慣病治療者は 2099 人
（平成 27 年度 998 人，28 年度 1101 人），未治療者は
6259 人（平成 27 年度 3032 人，28 年度 3227 人）で




















未治療者の LDL-C の平均 121.7mg/dl（平成 27
年度 121.2mg/dl，28 年度 122.1mg/dl），中性脂肪
107.5mg/dl（ 108.3mg/dl，106.8mg/dl），治療者の
LDL-C116.6mg/dl （116.5mg/dl，116.6mg/dl），中
性脂肪 133.5 mg/dl （133.8mg/dl，133.4mg/dl）で，
脂質異常症と定義される LDL-C140mg/dl 以上，
中性脂肪 150mg/dl 以上の割合は未治療者 27.3%
H24 H25 H26 H27 H28
一泊二日ドック（人） 423 369 408 343 351
脳ドック（再掲）（人） 175 149 164 136 139
肺ドック（再掲）（人） 157 142 161 101 146
一日ドック（人） 1088 1166 1181 1182 1268
単独脳ドック（人） 75 73 81 80 115
成人検診（人） 2179 2238 2292 2505 2704
その他健診（人） 1239 1310 1339 1270 1361
合計（人） 5004 5156 5301 5380 5799
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図4　生活習慣病治療の有無別の血圧分布
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図8　協会けんぽ受診者における保健指導階層化（職員、職員以外）





非該当（未治療） 非該当（治療中） 動機づけ 積極的 
図7　治療の有無別の空腹時血糖値










X線 内視鏡 便潜血 全大腸内視鏡
H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28
受診者数 2602 2677 1262 1448 3867 4141 77 87
要精検者 129 112 71 71 177 166 5 6
要精検率 5.0 4.2 5.6 4.9 4.6 4.0 6.5 6.9 
精検受診者 93 74 71 71 132 112 5 6
精検受診率 72.1 66.1 100.0 100.0 74.6 67.5 100.0 100.0 
がん発見数 0 2 0 6* 6 1 0 1
がん発見率 0.00 0.07 0.00 0.41 0.16 0.02 0.00 1.15 




胸部X線 CT 頚部細胞診 触診＋マンモ
H27 H28 H27 H28 H27 H28 H27 H28
受診者数 4011 4369 234 270 800 923 626 736
要精検者 162 204 19 24 11 15 74 80
要精検率 4.0 4.7 8.1 8.9 1.4 1.6 11.8 10.9 
精検受診者 138 177 19 23 11 13 72 76
精検受診率 85.2 86.8 100.0 95.8 100.0 86.7 97.3 95.0 
がん発見数 1 1 1 1 0 0 3 4
がん発見率 0.02 0.02 0.43 0.37 0.00 0.00 0.48 0.54 























見はなく，平成 28 年度に X 線で胃がん 2 例（早期
がん 2 例：手術 1 例・内視鏡切除 1 例）が発見され，
胃がん発見率 0.07% であった．内視鏡では食道が
ん 1 例（早期がん：内視鏡切除）と胃がん 5 例（早
期がん 4 例：内視鏡切除 3 例・手術 1 例，進行がん
1 例：手術）が発見され，消化器がん発見率 0.41%，
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例の大腸がん（早期がん 5 例：内視鏡切除 2 例・内
視鏡切除＋手術2例（2例とも切除腸管に遺残なし）・
手術 1 例，進行がん 1 例・手術）が発見され，発見
率 0.16% であった．平成 28 年度は 1 例（早期がん：
内視鏡切除＋手術（切除腸管に遺残なし））で，発










胸部 X 線検査では平成 27 年度肺がん 1 例（他院
で手術，Stage Ⅰ A），平成 28 年度悪性胸膜中皮腫
1例（他院で免疫療法，Stage Ⅰ B）が発見され，発
見率は 0.02%，0.02% であった．胸部 CT 検査では
平成27年度肺がん1例（手術，Stage1A），28年1例
（手術，Stage Ⅰ A）で，発見率は 0.43%，0.37% で
あった．なお，2 例とも X 線では病変を指摘できな
かった．
子宮頸部細胞診ではがんの発見はなく，乳腺触診
＋マンモグラフィーでは平成 27 年度 3 例，28 年度 4
例の乳がんが発見され，発見率は 0.48%，0.54% で
あった．（表3）．
腹部超音波検査では，平成 27 年度は 1815 人中 27
人に精密検査が指示され，胆のう管がん 1 例（手術
＋化学療法，Stage Ⅲ b），胆のうがん 1 例（手術，





PSA では平成 27 年度は 571 人中 19 人が要精密検査
で前立腺がん 1 例，28 年度は 563 人中要精密検査 24
人，前立腺がん5例であった．なお，平成27年度に
診察時の頸部リンパ節腫脹を契機に発見された悪









年度 685 件，28 年度 633 件であった．骨密度は平成








































む ）は胸部 X 線よりも胸部 CT のほうが高かっ
た．胸部 CT 発見がんは X 線では描出できなかっ
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